
舗装の切断作業時に発生する排水の具体的処理 

 

１ 受注者は、舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水ついては、排水吸

引機能を有する切断機械等により回収し、産業廃棄物（汚泥）として処理しなけ

ればならない。 

  また、受注者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、産業廃棄物

の排出事業者（受注者）が産業廃棄物の処理を委託する際、適正処理のために必

要な廃棄物情報（成分性状等）を処理業者に提供するものとする。 

 

２ 当該排水の処理に関し、排水量、処分量に変更が生じた場合、受注者は排水量、

処分量（産業廃棄物管理票（マニュフェスト））等を取りまとめのうえ、監督員

と協議を行い設計変更の対象とする。 

 

３ 当該排水の処理の運搬に関し、受注者自らが運搬することを想定しているが、

これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。 

 

４ 受注者は、当該排水が生じない工法（空冷式等）を採用した場合も、当該排水

と同様に、吸引する装置の併用など、粉塵の飛散防止対策を実施するとともに、

収集した粉塵については、適正な運搬・処理を実施すること。 

 

５ 品質管理（検査含む）時に実施するコア抜きなどコンクリート及びアスファル

ト舗装版の削孔作業時に発生する排水の処理については、本章の対象外とするが、

受注者において適正に処理を行うこと。 

 


